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距
離 1. 研究の目的 

 京都の山裾に位置する庭園には、地形を巧みに利用

して、庭園と周囲の景観をつないで見せることにより、

庭園内の景観を重層的、効果的に演出しているものが

数多く存在する．このような庭園の眺望特性や地形利

用を明らかにすることは，伝統的意匠の現象解明のみ

ならず，現代の公園計画や都市開発における眺望計画

を支援する有用な情報を与えるものと思われる．    

 本研究では，京都の山裾地形上における庭園を対象

として，固有の地形環境を生かした眺望特性と，地形

の見せ方のデザインを解明することを目的とする． 
見渡し水平角度  図１ 距離と見渡し水平角度による分類 

 本研究ではこれらのグル
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細な３次元的分析を行った

 

3.  成就院における地形と眺望の関係
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2. 山裾地形上の庭園の眺望特性の評価 

京都の山裾地形上に位置する，円通寺・正伝寺・詩

仙堂・大覚寺大沢池・成就院・慈照寺・南禅寺方丈・

金地院・南禅院・平等院鳳凰堂・宝泉院・天龍寺の 12

庭園を対象とし､視点場から地形までの距離と，見渡し

水平角度という２つの指標を用いて庭園の眺望特性を

評価した．距離は，GIS による可視領域の範囲をもと

に計測した．見渡し水平角度は，庭園内の視点場から

地形の見える範囲を，実地調査により計測した（ただ

し，その限界値は 180 度とした）． 

 近距離と中距離が分かれる 360m（樋口）、静視野の

見渡し角度 90 度（江山）1）をもとに、庭園の眺望特性

を大きく中遠距離狭角グループ，中遠距離広角グルー

プ，近距離狭角グループ，近距離広角グループの４つ

のグループに分類した．（図１）これらのグループごと

に、地形の用い方の特徴が見られた（表１）。 

た可視領域図（図２）によ

り，庭園から地形

が 70ｍ程度の山に囲ま

れながらも一部斜め後方

に 300ｍ延びる特徴的な

可視領域を形成グループ 地形の見せ方の特徴 

遠距離狭

角 

植栽や垣で視覚的に距離の違うものをつなぐこと

により庭園内外を一つのものとして演出 

ことがわかる．次に３次元

地形モデルを

遠距離広
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長い距離広い見渡し角により生じる広い空間を、池

の配置などにより、引きをつくり広大な空間を演出

近距離狭

角 

距離が近いことを利用して視線方向や視点場の高

さに変化をつけることで規模の異なる空間を演出 

の立地地点を視点場と

した周囲の景観を 360°カメラで撮影し距離により色

付け2）したものを用いる．図３より成就院の敷地内の視

点場から見た仰角は，山が壁立的に立ちあらわされる

とされる仰角 20 度3）以上で見える山の範囲が，

図２ 可視領域図 

 
表１ 地形の見せ方の特徴 
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図３ ３６０度パノラマ（左） 仰角分布図（右） 

図４ 地形の修景 

である．また仰観景といわれる領域に入ってくるとい

える仰角 9度4）以上の山が201度の範囲と非常に山の存

在が大きいことがわかる． 

さらに建築物の向きが，真北でなく高台寺山や音羽

山の尾根筋に垂直になるように，北から東方向へ約 12

度傾いている．これにより，北庭では 180 度の視界の

中に高台寺山の尾根筋の終わりから庭園東の微地形

ま

刈り込みによ

庭に立体感を持たせている（図４①）．山裾の奥にあ

）は，視点場から樹木が存在感をも

5. まとめー成就院における眺望の固有性— 

 本研究の主な成果は以下のとおりである． 

２章では、地形と眺望の関係を、距離と見渡し角度

を用いて行った。その結果、表１のようにグループご

とに地形の利用の仕方がそれぞれに個性があることが

利用して，自然地形 のように見せてい

た

でがおよそ 168 度入っている．西庭では山などの視

線を遮るものがなく開けている．また，実際には尾根

筋の終わりに大きい植栽を配置することで京都市内

への眺望をなくし，完全に庭を囲むような形となって

いる．西庭では正面に遠方の愛宕山を眺望できる庭と

なっている．これより北庭では自然地形と，建築物に

より囲まれた囲繞空間，西庭では遠方の愛宕山が正面

にみえるという開けた眺望空間，という性質の大きく

異なる２つの空間を生み出している． 

 

3.2 地形の修景 

 庭園東部にある清水山山裾部は，樹木の個性がわか

る距離5）にあることを生かし大小様々な

わかった． 

３章では、成就院庭園を対象に、詳細な地形と眺望

の関係を明らかにした。その結果、成就院庭園では敷

地構成や植栽により，西庭では眺望空間，北庭では変

化に富んだ自然地形を利用した囲繞空間が生み出され

ていたこと、庭園内では地形までの距離が近いことを

を庭園内のもの

ことが明らかになった．さらに見渡し角が広いこと

により，高台寺山方向の奥行き感のある地形，手前の

微地形の観賞というように視線方向を変えることで多

様な庭園の愉しみ方ができるようになっていることが

わかった． 
                                                      
 
1）樋口忠彦：『景観の構造』，技報堂，pp23 
 江山正美：『スケープテクチュア明日の造園学』，鹿島出版会，
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り

る音羽山（図４②

ち始める距離にあり，植栽を配置し敷地内外を視覚的

につなぐことにより，自然地形を庭園内のもののよう

に見せている．高台寺山（図４③）は，一本の樹木と

して捉えることができる距離から，風景の一部として

認識される距離へ変化することで奥行き感のある眺望

が生まれている．庭園内の生垣を低く，背の高い植栽

の配置を控えることで，高台寺山への眺望を遮るもの

がなくなり奥の尾根筋そのものを生かしている．灯籠

が湯屋谷を間に挟んだ高台寺山の山腹に配置され，庭

園内の灯篭と隣り合って見えることで，山中の灯籠が

ある高台寺山までが庭園の敷地に属しているかのよう

に感じさせている．（図４④） 
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